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亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
は
東
禅
寺
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
会
よ
り
発
展
的
分
離
を
し
て
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
「
申
年
」。
申
・
申
年

の
語
源
・
由
来
に
あ
る
よ
う
に
、
両
手
を
真
っ
直
ぐ

伸
ば
し
て
「
サ
ル
」
の
よ
う
な
行
動
力
を
発
揮
し
、

元
気
良
く
充
実
し
た
１
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

て
つ
ぎ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

①�

「
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
」
建
設

に
向
け
て
の
行
動
で
す
。
昨
年
11
月
「
亀
ケ
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員
会

（
仮
称
）」
を
発
足
し
ま
し
た
。
建
設
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
皆
様
か
ら
署
名
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
で
す
。

②�

第
３
期
酒
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
呼
応
し
た

活
動
で
、
地
域
で
の
「
新
た
な
支
え
合
い
活
動
」

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
高
齢
化
社

会
の
進
む
な
か
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
か
つ
喫

緊
の
問
題
と
位
置
づ
け
、
振
興
会
と
亀
ケ
崎
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た
活
動
展
開
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
す
。

③�

地
域
住
民
の
交
流
を
と
お
し
た
「
亀
ケ
崎
ほ
ほ
笑

み
サ
ロ
ン
（
仮
称
）」
を
創
り
新
た
な
事
業
と
す

る
こ
と
で
す
。

　
本
年
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
、
地
域
全
体
が
元
気

で
絆
の
強
い
振
興
会
を
創
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ほ
ほ
笑
み
の
街
28
年
へ
の
抱
負

わあ〜 めんごの！　園児と参加者の心はひとつに…　（ほほ笑み祭り・亀ケ崎保育園のよい子たち）

亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

�

事
務
局
長　

本 

間 

　 

宏

ほ
ど
と
思
い

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
子

ど
も
の
成
長

を
応
援
し
て

い
き
た
い
で

す
。
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ほほ
笑み祭り
in

亀ケ崎
カルチャー教室の体験コーナーには、初心者が多く参加し丁寧
に教えて貰いながら真剣に作品を制作。「楽しもんだの」「今度
やてみっでの」と喜びの笑顔！ 親子広場では、子ども達が紙トン
ボやアニメのちぎり絵作り・パズルに夢中で遊んで満足な笑顔！ 
文化芸術の秋をたっぷり満喫した２日間でした。

亀ケ崎コミュニティ振興会
第２回文化祭

2015.11.7土～8日 東禅寺コミセン

ちぎり絵教室

女性部・食改の皆さん
おいしかったよ～

里山教室

書道教室

書道教室

絵手紙教室

水墨画教室

松原園芸教室

ステンドグラス

▲ポンポンが弾けちゃう！亀ケ崎保
育園の皆さん

▲野の花は野にあるごとく

▲可憐な山野草を探しに…

▲水茎の跡も麗しく…

▲山紫水明に… ▲あの人に絵手紙を…

▲見事だの～▲柔らかな灯り

♪オープニングは亀ケ崎小金管バンドの皆さん♪

ほ ほ 笑 み の 街 亀 ケ 崎

各教室展示
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ほほ
笑み祭りみんなの笑顔が

輝きました

ワーイ！
できたよ～

女性部・食改の皆さん
おいしかったよ～

難しもんだの～

精神を統一して

帯ってきついの

姿勢を正して…

♪癒されます～

わあ～
きれいだの～

白い和紙に
モノトーンの花が
咲きました

振り込め詐欺に
ご用心

開運！
干支のちぎり絵

安くておいしけの～

こうして
ごらん

▲水墨画教室

▲ママ劇団＇s

▲ちぎり絵教室

▲絵手紙教室

▲太極拳

▲着付教室

▲書道教室

▲港南コーラスの皆さん

▲生菓子作り

カルチャー
教室体験

親子広場
野菜直売

ほほ笑み食堂
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　亀ケ崎小学校区の亀ケ崎・港南両コミュニティ振興会で
は、子ども達の健全な成長を願い“地域の子どもは地域で
育てる”を目標に、子ども・保護者・地域スタッフと共に年間
３回「みんな集まれ！おもしろ広場」を実施しています。物づ
くりをとおして地域のみんなが交流を深め、参加者から大
変喜ばれています。

　綿アメが箸にからまず悪戦苦闘。手をベタベタにして
ようやく小さな綿アメが完成。カルメラはお玉にふわっ
と出来ず「むずがしの～」。ポップコーンがフライパンで
パチパチ弾けています。
　外では子ども達が金魚すくいやヨーヨーに大歓声。み

「紙ヒコーキを初めて作りました。作り方がわかって作っ
たらすごく飛びました」「ヒコーキを作ってうれしかったで
す」子ども達の感想です。スカイキングやへそヒコーキ
を飛ぶように祈りながら羽根を工夫して丁寧に作ってい
る子ども達。スタッフも真剣です。みんなでヒコーキを飛

が初めての方が多いなか、ビニールを上手に切って竹ひごを貼りたこ糸と
足をつけて完成です。暖冬で風もないため河川敷で揚げました。子ども達
は慣れてくるとビュンビュン走り続け凧は大空に向かって高く揚がっていき
ます。思いっきりいい汗をかいた子ども達の満足した笑顔。保護者の「楽し
かった。またやって欲しい」と嬉しい笑顔。スタッフも行事の盛会に納得の笑
顔が輝いた1日でした。

えって～綿アメからまてくんね～

竹ひごは真ん中さつけでの

わあ～　綺麗でぎだの～

　
今
年
も
女
性
部
・
婦
人
学
級
・
食
改
推
進

協
議
会
の
三
者
に
よ
る
喜
寿
者
へ
の
贈
り
物

の
「
眼
鏡
立
て
」
を
作
り
ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
も
と
、
喜
寿
者
が
喜
ん
で
く
れ

る
よ
う
に
、
色
彩と
り
どり
の
千
代
紙
を
工
夫
し
な

が
ら
丁
寧
に
貼
り
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
眼
鏡
立
て
」
は
12
月
吉
日
喜
寿
の
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
共
に
各
自
治
会
長

か
ら
該
当
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

喜
寿
者
か
ら
は
、「
手
作
り
で
優
し
い
温
も
り

が
あ
っ
て
嬉
し
け
」「
眼
鏡
ど
ご
、
ど
ご
さ

置
い
だ
が
わ
が
ら
ね
ぐ
な
て
っ
さ
げ
の
～
」

「
テ
レ
ビ
の
上
さ
置
い
で
早
速
使
て
る
。
あ

り
が
ど
の
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

喜
寿
者
へ
の
贈
り
物

�

₇₂
名
の
方
々
へ

6月13日（土） 一緒に作って遊ぼ～ 
綿アメ・カルメラ・ポップコーン作り、
金魚すくい、ヨーヨー釣り

みんな集まれ!
!

みんな集まれ!
!

おもしろ広場

折りがみヒコーキを作って飛ばそう

凧を作って揚げよう

1第 回 2第 回
7月4日（土）

3第 回
12月13日（日）

んないっぱい遊
んで満足の１日
でした。子ども
達からは「面白
かった」「また来
たい」との感想
がたくさん寄せ
られました。

ばすと体育館の
天井までビュー
ンと旋回して飛
びました。上位３
名にメダルをあ
げて楽しく終了
しました。

　ダイヤ凧を作ったことがあり
ますか。今回はビニール凧作り
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亀
ケ
崎
２
丁
目　

田 

澤 

　 

薫

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
か
ら

�

元
気
を
も
ら
っ
て

　
交
通
安
全
協
会
亀
ケ
崎
支
部
役
員
の
亀
ケ
崎
２
丁

目
の
田
澤
薫
さ
ん
は
、
日
頃
の
交
通
活
動
の
功
績
が

認
め
ら
れ
酒
田
警
察
署
長
表
彰
・
山
形
県
警
察
本
部

長
表
彰
に
次
い
で
、
こ
の
度
「
交
通
栄
誉
章
緑
十
字

銅
章
」
の
全
国
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
澤
さ
ん
は
毎
月
の
交
通
安
全
の
日
に
通
学
路
交

差
点
で
児
童
の
登
校
指
導
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
の
家
庭
訪
問
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
最
初
は
青
少
年
の
非
行
防
止
か
ら

「
マ
マ
劇
団
’ｓ
」
は
、
平
成
22
年
に

亀
城
学
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
マ
マ
達
を
中
心

に
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。「
青
少

年
の
非
行
防
止
の
寸
劇
を
し
て
み
な

い
？
」
と
い
う
当
時
の
警
察
署
生
活

安
全
課
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
脚

本
作
り
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。
日

頃
は
子
育
て
や
仕
事
で
忙
し
い
マ
マ

達
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
女
優

に
大
変
身
。「
自
転
車
窃
盗
」「
カ
ー

ド
万
引
き
」「
高
校
生
の
喫
煙
」
な

ど
の
テ
ー
マ
に
加
え
、最
近
は
、「
振

り
込
め
詐
欺
」
の
寸
劇
に
挑
戦
、
内

容
の
豊
富
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

〇
真
面
目
に
、
笑
い
も
プ
ラ
ス
し
て

　
主
演
女
優
で
も
あ
る
北
村
賢
子
代

表
の
大
真
面
目
で
し
か
も
ア
ド
リ
ブ

あ
り
笑
い
あ
り
の
熱
演
に
、
会
場
は

い
つ
も
大
喝
采
で
す
。
最
近
は
地
域

の
男
優
も
参
加
。
こ
れ
か
ら
も
安
心

で
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
敬
老
会
な
ど
へ

お
誘
い
く
だ
さ
る
の
は
大
歓
迎
で
す
。

おはよう、気をつけてね！

交通栄誉章緑十字銅章

かあちゃん、おれだ、おれ！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 
交
通
安
全
活
動
で
全
国
表
彰
受
賞

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
今
日
も
子
ど
も
達
が
元
気
に
挨
拶
し

て
登
校
し
ま
す
。
子
ど
も
達
か
ら
パ
ワ

ー
を
も
ら
っ
て
始
ま
る
一
日
は
と
て
も

気
持
ち
良
く
過
ご
せ
ま
す
。

　
最
近
、
登
校
隊
と
一
緒
に
学
校
ま
で

同
行
し
て
く
れ
る
家
族
の
方
や
地
域
の

方
が
目
に
つ
き
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で

子
供
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
『
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅

章
』
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
自
分
自
身
の
安
全
運

転
に
留
意
し
、
地
域
の
子
ど
も
達
の

笑
顔
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

［
防
犯
協
会
の
活
動
か
ら
］

 

マ
マ
劇
団
，ｓ
の
寸
劇
で

�

地
域
の
安
全
を
！

◇
亀
ケ
崎
防
犯
協
会
で
は
、
地
域
住
民

が
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
見
守
り
活
動
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
11
月
12
日
、
港
南
コ
ミ
セ

ン
を
会
場
に
、
亀
ケ
崎
・
港
南
両
防
犯

協
会
で
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
テ
ー

マ
に
、
合
同
研
修
会
を
開
催
。
さ
っ
そ

く
同
劇
団
を
招
き
寸
劇
を
披
露
し
て
大

盛
況
で
し
た
。
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今
年
度
の
教
室
の
受
講
者
は
大

人・子
ど
も
で
26
名
（
内
女
性
６
名
）。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
流
で
和
や
か

な
雰
囲
気
で
す
。
将
棋
を
と
お
し
て

子
ど
も
達
の
思
考
力
を
養
い
礼
儀
作

法
を
身
に
付
け
人
間
的
に
も
成
長
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
将
棋
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。

こ
の
と
き
の
挨
拶
が
大
切
で
す
。
最

後
ま
で
粘
り
強
く
勝
負
し
、
負
け
た

と
き
は
悔
し
く
て
も
負
け
と
認
め
て

「
負
け
ま
し
た
」
と
声
に
出
す
。
勝

っ
た
と
き
は
相
手
へ
の
思
い
や
り
を

忘
れ
な
い
。
そ
の
積
み
重
ね
が
人
間

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
教
え
子
か
ら
「
た
く
さ
ん

負
け
た
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
」
と
手
紙
を
貰
い
、
な
る

◇
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
今
冬
も
継

続
す
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
暖
冬
に

な
り
や
す
い
よ
う
で
す
が
、
反
面
太

平
洋
側
に
大
雪
を
降
ら
せ
る
予
想
も

あ
り
注
視
す
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で

す
。 

（
本
間
）

◇
亥
年
生
ま
れ
の
私
は
猪
突
猛
進
型
。

思
い
つ
く
と
即
実
行
。
失
敗
も
多
い

が
反
省
し
立
ち
直
る
。
今
年
は
申
年
。

上
司
の
言
葉
「
反
省
だ
け
な
ら
猿
で

も
で
き
る
」
思
い
出
し
て
は
反
省
か

ら
成
功
へ
と
心
掛
け
た
い
。 （
藤
丸
）

 

五
十
嵐
美
智
　
　
藤
丸
　
美
生

栗
田
　
幸
春
　
　
本
間 

　
宏

金
野
　
一
枝 

（
五
十
音
順
）

編
集
委
員

編 

集 

後 

記

子
ど
も
の
成
長
応
援

亀
神ケ
社崎
訪
門 其

の

 

四

女性・子どもに大人気！

　
明
治
39

年
頃
、
中

の
口
木
橋

よ
り
松
嶺

街
道
が
施

工
完
成
後
、

神
の
御
加

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

和
気
あ
い
あ
い
の
ち
ぎ
り
絵

東栄町に鎮座 
夏、六夜さんで賑わいます

護
、
庚
申
、
道
祖
神
、
賽
道
神
等
を

合
祀
さ
れ
た
産
土
の
神
と
し
て
八
幡

神
社
が
鎮
座
さ
れ
た
。
京
都
男
山
八

幡
神
社
の
末
社
に
な
っ
た
時
期
は
定

か
で
は
な
い
。
毎
月
８
の
付
く
日
が

縁
日
で
、
１
日
・
15
日
に
氏
子
崇
敬

者
が
当
番
と
し
て
祭
事
を
努
め
て
き

た
。
ま
た
年
中
祭
と
し
て
元
旦
祭
か

ら
大
祓
い
迄
五
大
祭
が
あ
り
、
陰
暦

の
７
月
26
日
の
六
夜
祭
は
神
社
仏
閣

を
信
仰
す
る
人
達
が
東
山
の
稜
線
か

ら
出
ず
る
上
弦
の
月
（
ゴ
リ
ヤ
ク

様
）
に
手
を
合
わ
せ
恵
み
と
加
護
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
末
永
く
幸
多
か

れ
と
祈
念
し
ま
す
。

 （
東
中
の
口
町
自
治
会
長 

矢
野
元
郎
談
）

　今回の鵜渡川原人形は、舌切り雀です。
祖母から聞く昔話は、心が優しい人にはい
い事が、欲ばれば罰が当たる。
　今も心の中にしっかり刻まれているのは
不思議です。つないだ手と手が暖かそう。

『
舌
切
り
雀
』

温 も り を 親 か ら 子 へ

鵜
う

渡
ど

川
が わ

原
ら

人形④

▼  囲碁 Ａクラス　①長岡博行（東中の口町）
　　　 　　　　　②杉原　晋（入船町）
　　　 　　　　　③山川俊雄（東中の口町）
　　　 Ｂクラス　①加藤吉弘（若竹町２）
　　　 　　　　　②中村拓男（亀ケ崎１）
　　　 　　　　　③鈴木　武（東中の口町）

▼  将棋 Ａクラス　①本間祐治（緑町）　
　　　 　　　　　②阿部　悟（亀ケ崎２）　
　　　 　　　　　③池田　功（寿町）　
　　　 Ｂクラス　①加藤広理（みずほ・小６）
　　　 　　　　　②佐藤良吉（亀ケ崎２）
　　　 　　　　　③金子　孝（大宮町３）

▼  麻雀　 　　　　①齊藤　治（亀ケ崎６）
　　　　 　　　　②阿部義行（亀ケ崎６）
　　　　 　　　　③武田正三（横道町）

　第２回新春の集い「囲碁・将棋・麻雀
大会」が１月16日、東禅寺コミセンを
会場に開催されました。小学６年生から
80代の男女50名が参加し熱戦が繰り広
げられました。
　結果は次のとおりです。

産
土
の
神
が
鎮
座
す
る

　
男
山
八
幡
神
社

   第2回『新春の集い』

ほ
ど
と
思
い

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
子

ど
も
の
成
長

を
応
援
し
て

い
き
た
い
で

す
。

将
棋
教
室�

伊 

藤 

修 

二


